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 第 2 章では、動詞句削除に課せられる認可条件について考察する。従来、削
除が適用される範疇は、指定部を持つ機能範疇（C, T, D）の補部であると仮定さ




定部に持つ機能範疇 Tによって認可される vP 削除であり、もう一つは、主語を




いる擬似空所化（pseudogapping）が VP 削除であることが示される。 
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(1990, 1995)、Saito and Murasugi (1990)）。本章では、極小主義プログラムの観点から、機能範疇 T





考察を通して、この現象が、be 動詞の補部である述部 NP や AP の削除によるものではなく、be
動詞が vP 外部の機能範疇主要部に移動し、be 動詞の痕跡を含む動詞句全体が削除されて派生さ
れることが示されている。この分析の帰結として、動詞句削除に課される同一性は形態統語的同
一性であり、be 動詞の痕跡もこの形態統語的同一性条件に従い、またその帰結として be 動詞は
他の一般動詞と同様に原形で統語派生に導入されることが示される。 
 第 4章では、削除を認可する「指定部を有する機能範疇」の条件が虚辞の分布にもたらす帰結
が論じられている。この条件の帰結として、従来 TP の指定部に導入されると考えられてきた虚
字（it、there）は、フェイズ範疇（vP、CP）の指定部に導入されることが論じられている。 
 
 以上のように、本論文は、新たな知見を含む動詞句削除現象に対する精緻な分析の提示によっ
て実証的言語研究に貢献するとともに、削除の同一性の概念、および削除操作の位置づけに関す
る考察を通して言語理論研究に大きく貢献している。 
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認
められる。 
 
 
